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第 1 章　中世後期における説教の発展
　初めに、近年における説教の研究史の動向について、見ていく。まず、
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14 世紀にさらに発展させ普及させた 9。主題は、聖書の中の短い節から
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ル学寮（Collège de Navarre）15 の学生として登録された。彼の恩師ピエー
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教をした 34。現代まで約 63 本の彼のフランス語説教が残されており、そ
のうち 17 本の説教が道徳をテーマに、1402 年 12 月 3 日から 1403 年 3








た時期は、1389 年から 1413 年までである 38。彼の説教の隆盛期と言え
る 1401 年から 1404 年は、幾つかのパリの教会で説教し 39、それ以後は
富永　敦子
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フランス語で説教を残すことは少なくなった 40。彼が主に説教を行った
教会は、サン・ジャン・アン・グレーヴ（Saint-Jean-en-Grève）である。
彼は 1403 年 11 月 18 日にこの教会の主任司祭になり、また、同年翌月
の 12 月 24 日には、ノートルダム（Notre-Dame）大聖堂の司教座聖堂
参事会員となり、ようやく聖職禄を得ることができた。それまでは聖職
禄なしで説教を行っていた 41。





　彼の 17 本の道徳的説教のうち、13 本が先ほど述べた Poenitemini シ
リーズの説教である 43。“Poenitemini”とはラテン語で「悔い改めよ」
という意味であり、これは、新約聖書の「マルコによる福音書」1 章 15
節の「悔い改めて福音を信じよ（Poenitemini et credite evangelio）44 。」
という御言葉に由来している。先述したように、“Poenitemini”説教は、
七大罪の一つを各説教でテーマとして取り上げ、その罪を指摘し悔い改
めへと導く形式をとる。1402 年の待降節から翌年 1403 年の四旬節にか
けて行われたこの 13 本の説教のうち、5 本が、淫乱について攻撃するも
のであることから 45、彼が七大罪の中でも特に性的な罪を心に留めてい
たことがわかる。
　13 本の説教のテーマを見てみると、淫乱（luxure） 5 本、傲慢（orgueil） 
3 本、暴食（gourmandise） 1 本、強欲（avarice） 1 本、怠惰（paresse）
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た人には、1 年に 1 度、復活祭前の四旬節の期間に告解するよう積極的
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全てを編纂し、研究の進展に大きく貢献した 66。
　本論文執筆にあたって中心的に参照した『ジェルソン全集（Œuvres 
complètes [de] Jean Gerson）』の著者パレモン・グロリュー（Palémon 
Glorieux）は、デュ・パンを始めとする、前の時代の研究者が集めた著
作や説教を編纂し、1960 年代にこの全集を全 7 巻に渡って出版した。第
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の光を見るように（En elevant les yeux de ma pensee et en regardant 
富永　敦子
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対する救いの思いを示すためだと言える。また、彼は、この説教の中で、「キ
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　この説教の主題は、ルカ福音書 21 章 25-33 節であり、「天地は滅びる
が私の言葉は決して滅びない（le ciel et la terre transseront, ou 
fineront, certes mes paroles ne fauront ja.）。」という御言葉で締めくく
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　この説教は、ルカ 11 章 28 節「むしろ幸いなのは神の言葉を聞き、そ
れを守る人である（Pour ce que benoitz sont cilz oyent la parole de 





徳を得るように、諭している。また、ルカ福音書 17 章 21 節「神の国は
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いて説き明かされている。主題は、ルカ福音書 1 章 14 節「多くの人もそ
の誕生を喜ぶ（Multi in nativitate ejus gaudebunt）。」で、ジェルソン
はこの主題を冒頭でラテン語で語った後に、フランス語でも繰り返した
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返している 101。そして、締めくくりの御言葉としてルカ福音書 1 章 15 節
「彼は主の前に偉大な人になり、ぶどう酒や強い酒を飲まず、既に母の胎
にいる時から聖霊に満たされていて（Vinum et siceram, etc.）」を引用
した。ここでもまた、子供に焦点を当てながら、酒を飲まず聖霊で満た
されている子供は「子供の暴食や酔っ払いに敵対している（contre la 
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